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★★★

思考力・判断力・
表現力を高める。

★

★★

教育活動全体を
通して礼節と規範
意識を醸成する。

8
5
%
以
上

1
0
0
%
9
0
%
以
上

○生徒との面談を充実させ，
親和的な関係を構築し，学級
に安心・安全な学級風土を醸
成する。

9
0
%
以
上

教職員のアイデアを引き出し，業
務改善・業務削減をダイナミック
に推進する。

日々の業務の中で充
実感を得られていると
感じる教職員の割合。

8
5
％
以
上

○「学びのすすめ」を活用
し，小中共通した生活規
律の徹底を図る。
○規則正しい落ち着いた
生活環境を創造し，自己
肯定感の向上を図る。

“自分には良いと
ろこがある」と回答
する生徒の割合

令和　　７年　　４月　　１日

令和７年度　　評価計画及び自己評価

　　　　　　安浦中学校区　校番　２３　　学校名　呉市立安浦中学校　　　　　　　　　　　　　

a　学校教育目標
ふるさとを愛し，よりよい未来の
創り手となる生徒の育成

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

〈ミッション〉（学校の使命）
○自校や郷土に誇りと愛着をもち，地域社会に感謝・貢献する児童の育成
○様々な人々と協働して，主体的に課題解決に取り組む児童の育成

〈ビジョン〉（将来の学校像）
　次の新しい時代を担う人材となる児童生徒には，多様な人々と協働しながら様々

な社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可能な未来の創り手となる
ことが求められています。安浦中学校区は，小中一貫教育を通じて，ふるさとを愛
し，よりよい未来の創り手となる児童生徒を育てるという目標を共有し，地域に根ざ
した防災教育と児童生徒の主体的な学びを推進することで，持続可能な未来の創
り手として必要な資質・能力を育てる学校を目指します。

c　中期経営目標を踏
まえた現状（進捗状
況）と今年度の重点

　各種学力調査における本校の学力の課題は，3割未満生徒が３０％存在することである。基礎・基本の徹底
にしぼって，今年度は研究を推進する。また昨年度，地震や豪雨災害により大きな被害を受けた輪島市立東
陽中学校に図書を寄贈することで，西日本豪雨の際に受けた恩をつなぐことができた。被災地安浦に生きる住
民の一人として，防災意識を高め，ふるさと安浦に貢献する態度を育成する。

育成を目指す資質・能力 「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」「感謝・貢献」

評価計画（中期経営目標を設定してから　１　・　２　・　３　年目） 自己評価

重点
d 中期（３年間）

経営目標
e 短期（今年度）

経営目標
f　目標達成のための方策
（こんなことをして達成します）

g　 指標
（効果を見とる目安）

h
目
標
値

上半期 下半期

主体的・対話的で
深い学びを実現
し，確かな学力の
向上を図る。

学力調査におい
て，全国平均を上
回る生徒の割合。

5
0
%
以
上

クラスではホッとできる
と回答する生徒の割
合。

豊
か
な
心

確
か
な
学
力

感謝と貢献の心
を持ち，協働して
取り組むことので
きる心を育む。

「自分の命は自分
で守る」力を育成
するとともに，地
域の防災に貢献
する。

保護者・地域と連携
した防災教育を推
進し，「自分の命は
自分で守る」力を育
成する。

○生徒会主催による防災集
会を開催し，生徒の防災意
識の高揚を図る。
○1年生の防災教育を，地域
への貢献活動につなげる。

自分が住む地域で
起こりやすい災害に
ついて理解している
生徒の割合。

1
0
0
%

「いじめはどんなことが
あってもいけないこと
だ。」と回答する生徒の
割合。

○生徒会が主体となっていじ
め撲滅キャンペーンの取組を
行う。

仲間や学校，地
域への感謝・貢献
の心を育てる。

○ふるさと学習を充実さ
せ，地域への貢献活動を
取り入れる。
○みちクリーン活動の充
実。

自分の地域が好
きと回答する生徒
の割合

業
務
改
善

働き方改革を推進す
る。

い
じ
め
の
防
止

全ての生徒が安心して
学べる環境を創造す
る。

学びの基礎・基本
を定着させる。

○授業の中に，基礎・基
本を定着させる時間を確
保する。

○思考スキルを活用しな
がら，協働的な学びを仕

組む。

安心・安全な学校風土
を醸成する。

生徒と向き合う時間を
確保する。

防
災
教
育

【k：評価】

Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００

Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

様式２－４

貫

貫


